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八郎潟干拓地における禾本科牧草収量の

種間ならびに品種間差異

河　原　栄　治＊・江　本　泰　二＊

1　ま　え　が　き

八郎潟干拓地は，主として湖底のいわゆるヘドロ土

壌をもって構成される低湿地であるため，畑作には問

題があると考えられたが，大部分の土壌は酸性度も弱

く，牧草作にとって今までのところ湿害も認められて

いない。なお生育期局中はそれほど多雨でなく，年平

均気温は11℃くらいであるので牧草にとっては適地で

あるように思われる。そこでわれわれは秋田県の平坦

地をカノミ－する牧草を選定する場所としてこの干拓地

第1表　供試車種および品種

内に試験圃場を設け，禾本科牧草草種ならびに品種の

収量の比較を行ない，将来県下における奨励品種選定

のための参考資料を得ようとして昭和48年以来5カ年

にわたり試験を実施し，望ましい結果が得られたので，

ここに報告する。

2　試　験　方　癒

1．試験年次：昭和48年～50年

2・供託材料：5草色（50J古座ならびに系統）を供

用した（第1表）。

草　　 種　　 名 品　　　　　　　 種　　　　　　　 名

オ ー チ ャー ド グ ラ ス

チ モ シ ー

トー ル フ ェ ス ク

ア オ ナ ミ ・ プー ン′・ ド リー ゼ ・フ ロ ー ド ・フ ロ ン テ ィ ア ・へ イ キ ン グ ・

北 海 道 在 来 種 ・ホ ク レ ン改 良 種 ・キ ク ミ ド リ ・マ ス ハ ー デ イ ・郡 系 14 号

7 ィ　ロ ッ クス ・ポ トマ ッ ク ・タ ル ダ ス

ク ライ マ ッ ク ス ・エ レ ク タ ・ホ ク オ ウ ・ホ ク レ ン改 良 種 ・ノ ー ス ラ ン ド

オ ム エ ア ・セ ソ ポ ク

フ ェ ス タ ル　 ●ホ ク リ　ョ　ウ ・ヤ マ ナ　 ミ ・ケ ン タ　ッキ ー 5 1

メドゥフェスタ

ケンタッキーブルーグラス

バンディ・レト一・タ　ミスト

メリオン・改良種

5．試験区の設定および施肥：第2表に示すとおり

施肥し，昭和48年5月25日に播種した。その際の1区

面掛ま腐2．57花，横2仇の5昭一とし，1区制のもとに播

第2表　施肥量

種した（第2表）。

4．播種壷：a当りの播種量で示すと，チモシーは

0，15毎で他の4草種はそれぞれ0．2口吻とした。

（庵／a）
基　　　　　　 肥 追　　　　　　 肥

施　　　 肥　　　 法
N　　　　 P 2 0 5　　　 R 2 0　　 C a C （） N　　　　 P 2 0 5　　　 K 2 0　　 C a C O 3

1．2　　　 2 ．0　　　　 1．0　　　 2 0 1．0　　　 1．5　　　　 0 ．7　　　 1 5
追 肥 は ア を 早 春 に 全 量 施 し ， N と

． R は 刈 取 り の 都 度 分 施

注．1）CaC03は施肥量で，その他の肥料は成分量で示した。
2）Nは尿素，f205は過燐酸石灰および溶成燐肥，Ⅹ20は塩化加里で施した。

5　試　験　結　果

1．草種闇の生草収量の比較

昭和49年の刈取り時期別の牧草生草収量をみると，

第5表のとおり草種闇に差があった。したがって年間

収量ではメドゥフェスクおよびトールフェスタが高く，

オーチャードグラスおよびチモシーが中間に位し，ケ

ンタッキープ′レーグラスは最低であった。

＊Eiji XAWAHARA・Taiji EMOTO（秋田県立農業短期大学）
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第5表　ダソカソの多重検定による生草収量の有意領域　（昭和49年）

草　　 種　　 名

1 番 刈　り 2　番 刈　 り 5　番 刈　り 4　番 刈　り 年　　 間

生 草 有　 意 生　 草 有　 意 生　 草 有　 意 生 草 有　 意 生　 草 有　 意

収　 量 領　 域 収　 量 領 域 収　 量 領∴峡 収　 量 領　 域 収　 量 韻 堅 ＿

ト　 ー　 ル　 フ　 ェ　 ス　 タ 17 a 24 b ‘2 a 10 4 b 2〔け a

メ　　 ド　　 ゥ　 フ　 ェ　 ス　 ク 15 a 57 a 5 5 b 145 a 25 5 a

オ　 ー　 チ　 ャ　ー ド　グ　ラ　ス 12 a l） 28 b 4 4 b 51 e 15 4 b

チ　　　　 モ　　　　 シ　　　　 ー 9 b dO a 5 5 b 5 0 d 15 4 b

ケンタ ッキー ブルー グラス 0 C 19 l　 b 7 C 10 d 58 C

注．生草収量はa当り毎であらわした。

また，昭和50年の刈取り時期別の生草収量にも草種　　が最高で以下オーチャードグラス●メドゥフェスタ●

間に差があったが，第4表に示すとおり前年と多少異　　チモシーおよびケンタッキーブルーグラスの順となっ

なった傾向を示した。なお年間収量はトールフェスク　　た0

第4蓑　ダソカンの多重検定による生草収量の有意領域（昭和50年）

草　　 種　　 名

1 番 刈　り 2　番 刈　り 5　番 刈　り 4　番 刈　り 年　　 間

生　草 有　意 生　草 有　意 生　草 有 意 生 草 有　意 生　草 有　意

収　量 領　域 収　量 領　域 収　量 領　域 収　量 領　域 収　量 領　域

ト　　ー　 ル　 フ　 ェ　 ス　 タ 185 a 124 a b 152 a 115 a 554 a

メ　　 ド　　ゥ　 フ　 ェ　 ス　 タ 70 b 7° b e 85 b 75 a b 545 b

オ　ー　チ　ャ　ー ド　グ　ラ　ス 99 a t） 74 C 95 b 91 a 591 b

チ　　　　　 モ　　　　　 シ　　　　　 ー 24 C 151 a 52 ¢ 57 b 259 b

ケソクッキーブルーグラス 1 21 C 12 d 45 C 48 も 146 e

注．生草収量はa当り毎であらわした0

以上2カ年の成績を通じて見た場合，年間生革収量

はトールフェスタが最高で，以下メドゥフェスク・オ

ーチャードグラス・チモシーおよびケンタッキーブル

ーグラスの順となった。

2．草毯間の季節生産性の比較

昭和49年はすべての革種とも春の生育が悪く，1・2

番草の生革収量は極めて少なかったのに対し，昭和50

年の春の収量は多かった。

昭和49年の香草別の1日当りの生産速度をみると，

チモシーおよびケソタ　ッキーブルーグラスは2番草の

期間が最高となり，オーチャードグラスは5番草で，

トールフェスタおよびメドゥフェスタは4番草が最高

となった（第1図）。また，昭和50年にはチモシーは

2番草が最高となり，トールフェスタ・メドゥ7王ス

ク・オーチャードグラスおよびケンタ　ッキーブルーグ

ラスは5番草が最高となった（第2図）。

したがって2年間を平均すると，チモシーは2番草

の期間が最高となり，トールフェスタ・オーチャード

グラスおよびケンタッキーブルーグラスの最高は5番

草の期間にみられ，メドゥ7‡スクは4番草の期間が

最高となった（第5図）。
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第1図　昭和49年の時期別の牧草生産速度

全般的にみて，トールフェスタ　●オーチャードグラ

ス・メドゥフェスタおよびケソクッキーブルーグラス

は年間平衡のとれた生産を挙げることが認められた。

これに反し，チモシーは春に生産が偏り，年間平衡の

とれた生産はみられなかった。
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5．品種間の年間生草収量の比較

昭和49年および刃年の結果では品種間の年間生草収

量の有意差はみられなかった。そこで，ここでは2年

間の合計収量の比較的高いものを挙げると，トールフ

ェスタではホクリ　ョウおよびヤマナミ，メドゥフェス

タではレト一，オーチャードグラスではフィーロック

ス・ホクレソ改良種・マスハーディおよびポトマック，

チモシーではセソポクであった。

好一‰　‰一％　％一斑　　％一％

第2図　昭和50年の時期別の牧草生産速度
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第5図　昭和49・50年の時期別の牧草生産速度

4　ま　　と　　め

1．八郎潟干拓地における牧草の年間収量からみて，

とくに優れた草種はトールフェスタを筆頭とし，オー

チャードグラスおよびメドゥフェスタが挙げられる。

2．年間平衡のとれた牧草収量が期待される革踵は

トールフェスタ・オーチャードグラス・メドゥフェス

タおよびケソタブキーブルーグラスであったが，これ

らの草種は一概に優秀であるとは認められなかった。

これに反してチモシーはスプリン′グフラッシュが大

きく，年間平衡のとれた牧草生産はみられず，しかも

年間収量もそれほど高くなかった。

5．牧草の収量についての調査は単播の比較的単純

な施肥条件下で．無反復の形で行なわれたので，これ

らについて考慮した場合によれば混播を採り入れた試

験の実施が必要であると考えられた。

オーチャードグラスの品種利用による刈取適期幅の拡大

土屋友充＊・小山正雄＊・水谷　洋＊・渡辺孝雄も佐藤勝信＊

1　ま　え　が　き

面横の大きい公共草地等では春先のスプリ：／グフラ

グシュ，梅雨時の悪天候等が重なって適期刈取が困難

で刈遅れによる養分含量や消化率の低下が問題となる。

近年，国内でも牧草類の優良品種が育成され，また外

国産品種も数多く導入されている。当場では昭和45～

48年に11品種を供試してオーチャードグラスの品種比

較試験を行ない2，5の有望品種を得た。

今回は先の試験の有望品種を含めた7品種を供試し，

本場と高冷地に位置する支場の2カ所で各品種の出穂

性を中心に調査し，有望品種の利用の可能性を検討した○

＊TomOmichi TsU00m，Ma8aO KoYA叫Hiro8hi M王zm蛸Ⅰ，

Takao WATANABちKatmnObu，SATB（福島県畜産試験場）


